
〈
解
答
〉

１１
　
茨
　
ち
せ
つ
　
　
芋
　
た
だ
よ
　
　
鰯
　
規
律
　
　
允
　
預

２
　
茨
　
納
→
修
　
　
芋
　
解
放
→
開
放

２１
　
イ
　
　
２
　
ウ
　
　
３
　
ア
　
　
４
　
エ
　
　
５
　
エ

配
点
　
各
１
点
　
　
点
満
点

１１

〈
解
説
〉

１１
　
茨
　「
稚
拙
」
と
は
「
技
術
や
作
品
が
子
ど
も
っ
ぽ
く
下
手
な
こ
と
」。「
稚
」
は
稚
魚
・
幼
稚
な
ど
の
、

「
拙
」
は
拙
者
・
拙
宅
な
ど
の
熟
語
が
あ
る
。

　
　
⑵
　「
漂
」
の
音
読
み
は
「
ヒ
ョ
ウ
」
で
、
漂
流
・
漂
着
・
漂
白
な
ど
の
熟
語
が
あ
る
。

　
　
⑶
　「
規
」
は
規
則
・
規
模
・
新
規
な
ど
の
熟
語
が
あ
る
。「
律
」
の
音
読
み
は
「
リ
チ
」
も
あ
り
、
律

儀
な
ど
の
熟
語
が
あ
る
。

　
　
⑷
　「
預
」
の
音
読
み
は
「
ヨ
」
で
、
預
金
な
ど
の
熟
語
が
あ
る
。

２
　
⑴
　「
納
め
る
」
は
「
月
謝
を
納
め
る
」
な
ど
と
使
う
。「
修
め
る
」
は
「
学
問
・
技
芸
な
ど
を
身
に
つ

け
る
」
の
意
で
あ
る
。

　
　
⑵
　「
解
放
」
は
「
解
き
放
し
て
自
由
に
す
る
こ
と
」
で
、「
開
放
」
は
「
開
け
放
す
こ
と
」
で
あ
る
。

２１
　「
顔
色
が
悪
い
」
と
言
い
か
え
ら
れ
る
、
主
語
を
示
す
格
助
詞
「
の
」
で
あ
る
。
ア
は
連
体
修
飾
語
を

つ
く
る
格
助
詞
「
の
」
で
あ
る
。
ウ
・
エ
は
「
…
も
の
」「
…
こ
と
」
と
言
い
か
え
ら
れ
る
、
体
言
の
代

用
の
格
助
詞
「
の
」
で
あ
る
。

２
　
動
作
の
目
的
を
示
す
格
助
詞
「
に
」
で
あ
る
。
ア
は
接
続
助
詞
「
の
に
」
の
一
部
、
イ
は
助
動
詞
「
そ

う
だ
」
の
一
部
、
エ
は
形
容
動
詞
「
元
気
だ
」
の
一
部
で
あ
る
。

３
　
手
段
・
方
法
を
示
す
格
助
詞
「
で
」
で
あ
る
。
イ
は
接
続
助
詞
「
て
」
が
濁
音
化
し
た
も
の
で
あ
る
。

ウ
は
断
定
の
助
動
詞
「
だ
」
の
連
用
形
で
、
エ
は
形
容
動
詞
「
不
安
だ
」
の
一
部
で
あ
る
。

４
　
作
用
の
結
果
を
示
す
格
助
詞
「
と
」
で
あ
る
。
ア
は
副
詞
「
そ
ろ
そ
ろ
と
」
の
一
部
で
あ
る
。
イ
・
ウ

は
ど
ち
ら
も
接
続
助
詞
で
あ
る
が
、
イ
は
順
接
の
確
定
条
件
を
示
し
、
ウ
は
逆
接
の
仮
定
条
件
を
示
し
て

い
る
。

５
　
形
容
動
詞
「
豊
か
だ
」
の
一
部
で
あ
る
。
ア
は
断
定
の
助
動
詞
「
だ
」
の
連
体
形
で
あ
る
。
イ
は
助
動

詞
「
よ
う
だ
」
の
一
部
で
、
ウ
は
連
体
詞
「
小
さ
な
」
の
一
部
で
あ
る
。
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